
5
May

今月号の主な内容
2010■ 広報たかぎ

　・平成22年度一般会計予算  ……２・３面

　・村発注工事請負契約（1月～3月）  …４面

　・北部地区火葬場の候補地に関する経過  …５面

　・役場の組織と職員配置  ………６・７面

　・福祉医療費制度の対象者の一部拡大  …８面

　・後期高齢者医療保険料率が変わります  …９面

　・お知らせ版  …………………………１０面

■ 健康アップＰＰＫ  ……………１１面
■ 椋記念館・図書館だより  ……１２面
■ 学校だより　第二小  …………１３面
■ 交流センター便り  ……………１４面
■ 社協だより ひなたぼっこ  …１５面
■ くりんネットたかぎ  …………１６面

４月９日 喬木第一小学校、第二小学校の一年生にツツジが配られました。４月９日　喬木第一小学校、第二小学校の一年生にツツジが配られました。
子どもたちが苗木と共に大きく成長することを願い、子どもたちが苗木と共に大きく成長することを願い、
大平村長、湯澤副村長が一人一人に手渡しました。大平村長、湯澤副村長が一人一人に手渡しました。
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三
月
定
例
議
会
が
三
月
二
三
日

に
閉
会
し
、
三
〇
億
三
、〇
〇
〇

万
円
の
平
成
二
二
年
度
一
般
会
計

予
算
及
び
七
特
別
会
計
予
算
（
総

額
一
六
億
八
、五
六
〇
万
円
）
が
可

決
成
立
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
昨
年
度
当
初

　

子
育
て
し
や
す
い
村
と
し
て
環

境
整
備
を
進
め
る
中
で
、
昨
年
度

旧
中
跡
地
に
整
備
し
た
次
世
代
交

流
育
成
施
設（
こ
ど
も
学
遊
館
）を

新
た
な
拠
点
に
活
動
を
展
開
す
る

と
共
に
、
入
園
前
の
幼
児
か
ら
保

育
園
を
含
め
て
一
つ
の
部
署
で
対

応
で
き
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
の

組
織
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
児
童
生
徒
の
医
療
費
無
料
化

の
範
囲
を
高
校
卒
業
の
年
齢
ま
で

延
長
す
る
と
共
に
、
第
三
子
出
産

祝
い
金
を
三
万
円
増
額
し
三
〇
万

円
と
し
ま
し
た
。

予
算
に
比
べ
一
億
五
、〇
〇
〇
万
円

（
五
・
二
％
）の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
国
の
事
業
と
し
て
取
り
組

む
子
ど
も
手
当
の
支
給
を
除
く
と
、

ほ
ぼ
前
年
度
並
の
予
算
額
と
い
え

ま
す
。

地
域
活
性
化
対
策

　

平
成
一
八
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
第
四
次
喬
木
村
総
合
振
興
計

画
で
す
が
、
四
年
経
過
し
今
年
度

は
中
間
見
直
し
及
び
後
期
計
画
策

定
の
年
を
迎
え
ま
す
。
村
で
は
、

四
年
間
の
事
業
評
価
と
後
期
計
画

策
定
を
住
民
参
加
で
行
う
た
め
、

む
ら
づ
く
り
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

募
集
内
容
は
広
報
六
月
号（
五
月

発
行
）に
掲
載
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
中
山
間
地
域
の
活
性

化
対
策
が
予
算
編
成
の
特
徴
と
な

り
ま
す
。
大
島
・
氏
乗
地
区
に
各

五
戸
が
建
設
さ
れ
る
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
事
業
に
九
、三
〇
〇
万
円
。

飯
田
市
か
ら
豊
丘
村
ま
で
の
山
間

に
野
生
鳥
獣
防
護
柵
一
六
・
五
㎞
を

整
備
す
る
事
業
に
八
、
三
〇
〇
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事

業
を
通
じ
高
齢
化
や
人
口
流
出
の

続
く
地
域
の
活
性
化
を
支
援
す
る

計
画
で
す
。
ま
た
、
各
地
区
の
自

主
的
な
自
治
活
動
を
支
援
す
る
自

子
育
て
環
境
の
充
実

平成２２年度　一般会計予算

治
振
興
交
付
金
も
一
、五
〇
〇
万

円
に
増
額
す
る
と
共
に
、
活
性
化

創
造
支
援
金
の
対
象
団
体
も
拡
大

す
る
中
で
地
域
づ
く
り
を
幅
広
く

支
援
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

四
次
振
興
計
画
見
直
し

単位：千円
歳入

構成割合比　較前年度予算額本年度予算額

15.3%6,321458,721465,042村 税1

1.3%△ 3,00041,00038,000地 方 譲 与 税2

0.1%02,0002,000利 子 割 交 付 金3

0.0%0500500配 当 割 交 付 金4

0.0%011株式等譲渡所得割交付金5

1.7%△ 6,00056,00050,000地 方 消 費 税 交 付 金6

0.3%△ 1,00110,0019,000自 動 車 取 得 税 交 付 金7

0.2%2,9983,0026,000地 方 特 例 交 付 金8

45.4%27,4021,349,5681,376,970地 方 交 付 税9

0.0%0500500交通安全対策特別交付金10

2.8%77182,65283,423分 担 金 及 び 負 担 金11

1.2%△ 94936,22135,272使 用 料 及 び 手 数 料12

9.0%134,919138,921273,840国 庫 支 出 金13

4.5%12,914123,878136,792県 支 出 金14

0.6%△ 26,19443,90917,715財 産 収 入15

0.1%△ 2,8746,6143,740寄 付 金16

4.4%△ 22,000156,171134,171繰 入 金17

3.3%0100,000100,000繰 越 金18

2.1%47,49317,54165,034諸 収 入19

7.7%△ 20,800252,800232,000村 債20

100.0%150,0002,880,0003,030,000歳　入　合　計

単位：千円
歳出（目的別）

構成割合比　較前年度予算額本年度予算額

1.3%△ 9,36150,21240,851議 会 費1

14.2%15,594416,174431,768総 務 費2

26.6%99,752706,381806,133民 生 費3

7.1%13,185201,074214,259衛 生 費4

11.3%164,897176,248341,145農 林 水 産 業 費5

0.6%6,40413,21619,620商 工 費6

12.2%△ 59,757429,266369,509土 木 費7

4.5%△ 29,511164,886135,375消 防 費8

9.8%△ 63,064360,018296,954教 育 費9

0.0%0400400災 害 復 旧 費10

12.0%9,585354,089363,674公 債 費11

0.0%011諸 支 出 金12

0.3%2,2768,03510,311予 備 費13

100.0%150,0002,880,0003,030,000歳　出　合　計
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単位：千円

前年対比(%)比　　較平成2１年度平成２２年度

1.89,000514,000523,000国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

△ 88.3△ 2,5003,000500老人保健医療事業特別会計

△ 1.6△ 1,00063,10062,100後期高齢者医療特別会計

7.746,000600,000646,000介 護 保 険 特 別 会 計

△ 45.2△ 140,000310,000170,000村 営 水 道 特 別 会 計

△ 3.6△ 8,000221,000213,000下 水 道 特 別 会 計

2.92,00069,00071,000農 業 集 落 排 水 特 別 会 計

△ 5.3△ 94,5001,780,1001,685,600合　　　計

特別会計当初予算額

平成２２年度　主な新規・拡充事業

運動公園テニスコート改修

事業費事業内容　　　　　主な新規事業

46万円･議会改革検討関係経費○議会費

287万円
･総合振興計画の見直しと
　　　土地利用計画書の作成

○総務費

17万円･防犯灯LED対応

5,000万円･公有財産購入

13,561万円･子ども手当の支給○民生費

181万円･保育園非常通報システム設置

1,915万円･水道台帳の整備○衛生費

8,300万円･野生鳥獣防護柵設置○農林水産業費

9,282万円･クラインガルテンの建設

315万円･林道大島虻川線道路拡張○土木費

675万円･緊急雇用奨励補助金○商工費

96万円･耐熱性耐火服一式○消防費

105万円･次世代交流施設運営費○教育費

1,274万円･運動公園施設修理費用

事業費事業内容　　　　　主な拡充事業

1,500万円･自治振興交付金の増額○総務費

250万円･生徒医療費無料拡大(高校卒まで)○民生費

300万円･第3子祝い金の増額（27→30万）

469万円･特別支援員の増○教育費

クラインガルテン建設野生鳥獣防護柵設置

子育て支援の新たな拠点となる「こども学遊館」

一般会計予算の推移
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村発注工事請負契約（１月～３月）

請負業者名入札日契約金額契約方法事業カ所事　　　業　　　名番号

㈱ 日 幸 電 気２２．１．２２9,975,000見 積 入 札各 学 校地上デジタル放送対応薄型テレビ等購入55

ま る と も 電 機２２．１．２２1,890,000見 積 入 札各 学 校電 子 黒 板 購 入 事 業56

松 島 土 建２２．２．２2,730,000指名競争入札中央保育園園 舎 フ ェ ン ス 改 修 工 事57

原 建 築 店２２．２．２1,753,500指名競争入札北 保 育 園排 煙 設 備 改 修 工 事58

富 辻 建 築２２．２．２1,407,000指名競争入札中央保育園排 煙 設 備 改 修 工 事59

原 木 材 建 築２２．２．２913,500指名競争入札南 保 育 園排 煙 設 備 改 修 工 事60

小 木 曽 建 設２２．３．１９18,585,000指名競争入札伊 久 間地域活力基盤創造交付金事業舗装修繕工事61

喬木建設共同企業体２２．３．１６5,145,000随 意 契 約小　 川次 世 代 交 流 施 設 外 構 工 事62

㈱鈴木建築設計事務所２２．２．１２892,500見 積 入 札氏 乗 地 区クラインガルテン施設設計業務委託63

ARC原一級建築設計㈲２２．２．１２892,500見 積 入 札大 島 地 区クラインガルテン施設設計業務委託64

建設課建設係

河西　真法

吉　

川　

隆　

久
（
建
設
課
長
）

市　

瀬　

公
一
郎
（
住
民
課
長
）

吉　

川　

文　

人
（
企
画
財
政
室
長
）

松　

尾　
　
　

厚
（
議
会
事
務
局
長
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

（
三
月
退
職
職
員
）
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新
規
職
員
の
紹
介
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住民課福祉係

塩澤　哲也
企画財政課 広報係

佐々木　香

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
ラララララララララララララララララララララ
ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ　

勝
利
の
り
ん
ご
の
樹

5
月　

日　

伊
久
間
原
で
案
内
板
除
幕
式

12

　

村
で
は
、
り
ん
ご
農
家
支
援
事

業
の
一
環
と
し
て
り
ん
ご
の
樹
オ
ー

ナ
ー
農
園
制
度
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
今
年
度
、
南
信
州
広
域

連
合
の
取
り
組
み
と
し
て
、
中
日

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
選
手
会
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
「
勝
利
の
り
ん
ご
フ
ァ
ン
・

プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
り
ん
ご
の
樹
一

本
を
『
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
勝
利
の

り
ん
ご
の
樹
』
と
し
て
契
約
し
、

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
勝
利
チ
ー
ム
賞

と
し
て
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
選
手
会
に
提

供
し
、
一
勝
に
つ
き
フ
ァ
ン
一
名

に
り
ん
ご
十
㎏
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
勝
利
の
り
ん
ご
の
樹
の
案

内
板
除
幕
式
が
五
月
十
一
日
に
伊

久
間
原
で
行
わ
れ
ま
す
。
当
日
は

ド
ア
ラ（
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
マ
ス
コ
ッ

ト
）も
参
加
し
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
ま
す
の
で
、多
く
の
村
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成22年度
喬木村消防団役員

氏　　名役　　職

下 平　 貢団 長

内 山 岳 彦副 団 長

村 澤 明 彦本 部 長

林 田　 諭副 本 部 長

仲 田 圭 二 郎第 一 分 団 長

古 田 桂 護第 二 分 団 長

萩 原 裕 司第 三 分 団 長

松 澤 勇 樹第一副分団長

筒 井 正 彦第二副分団長

松 澤 洋 一第三副分団長

中 島 和 洋機 関 長

奥 村　 仁誘 導 長

筒 井 和 博救 護 長

原　 則 文喇 叭 長

鈴 木　 徹本 部 旗 手

平成22年度
喬木村赤十字奉仕団役員

氏　　名役　　職

宮 下 弘 美委 員 長

横 前　 光副 委 員 長

木 下 美 幸副 委 員 長

下 平 未 穂 子阿 島 分 団 長

宮 下 弘 美小 川 分 団 長

横 前　 光伊久間分団長

湯 澤 い く 子富 田 分 団 長

土 屋 美 代 子大和知分団長

木 下 美 幸氏 乗 分 団 長

内 山 千 和大 島 分 団 長

冨 内 裕 子加々須分団長

教育委員会 南保育園

福島　知恵
教育委員会 北保育園

前島真理子
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北
部
地
区
火
葬
場

北
部
地
区
火
葬
場
の
候
補
地
に
関
す
る

の
候
補
地
に
関
す
る

経
過
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

経
過
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

北
部
地
区
五
町
村
（
松
川
町
、

高
森
町
、
喬
木
村
、
豊
丘
村
、
大

鹿
村
）
で
は
、
火
葬
場
が
な
い
こ

と
か
ら
、
五
町
村
で
の
共
同
設
置

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

平
成
二
〇
年
八
月
に
は
、
火
葬

場
設
置
に
係
る
基
本
構
想
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

【基本構想の要旨】
内　　　　　　容項　目

3,300㎡以上敷 地 面 積

２基（動物炉等は設置いたしません。）
＊将来の死亡者数を推計し、必要な火葬炉数を算出しま
した。

計 画 炉 数

臭気除去や無煙化などの環境対策に万全を期した
火葬設備を導入します。

環境への配慮

候
補
地
に
関
す
る
情
報
提
供

　

平
成
二
〇
年
一
〇
月
〜
一
二
月

に
か
け
て
、
北
部
地
区
の
住
民
の

方
々
に
公
募
方
式
で
候
補
地
に
関

す
る
情
報
提
供
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

　

一
二
月
一
五
日
に
は
情
報
提
供

を
締
め
切
り
、
一
六
か
所
の
情
報

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

（
内
訳
は
、
松
川
町
二
、
高
森

町
六
、
喬
木
村
一
、
豊
丘
村
七
、

大
鹿
村
〇
）

　

候
補
地
の
選
定
基
準
二
〇
項
目

を
決
定
し
て
、
候
補
地
選
定
委
員

会
で
敷
地
、
道
路
・
水
路
、
周
辺

環
境
、
経
済
性
、
地
権
者
・
近
隣

住
民
の
状
況
を
そ
れ
ぞ
れ
調
査
し
、

最
終
的
に
は
5
町
村
の
町
村
長
が

選
定
委
員
会
を
経
て
2
か
所
に
絞

り
ま
し
た
。

　

そ
の
二
か
所
は
、
松
川
町
の
名

子
、
郷
原
地
区
と
、
豊
丘
村
の
河

野
、勝
負
平
地
区
に
な
り
ま
し
た
。

北
部
総
合
事
務
組
合
の
取
り
組
み

　

昨
年
四
月
に
下
伊
那
北
部
総
合

事
務
組
合
が
立
ち
あ
が
り
、
松
川

町
、
豊
丘
村
の
二
か
所
で
関
係
す

る
区
、
自
治
会
へ
の
説
明
会
や
、

各
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
検
討
委
員
会
の
立
ち
上

げ
、住
民
の
意
向
調
査（
ア
ン
ケ
ー

ト
や
各
戸
訪
問
）
等
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

豊
丘
村
で
は
、
村
が
立
ち
上
げ

た
検
討
委
員
会
で
検
討
し
て
、
こ

の
場
所
へ
は
設
置
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
と
い
う
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　

松
川
町
で
は
、
候
補
地
周
辺
と

の
合
意
形
成
の
た
め
の
協
議
を
積

極
的
に
行
う
意
向
で
あ
り
ま
し
た

が
、
評
価
基
準
に
よ
る
候
補
地
の

検
討
、
候
補
地
に
お
け
る
建
設
費

用
の
試
算
、
候
補
地
の
近
隣
、
周

辺
地
域
に
お
け
る
意
向
状
況
の
調

査
等
を
受
け
て
、
松
川
町
、
豊
丘

村
の
2
か
所
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
の
状
況
を
管
理
者
が
総

合
的
に
判
断
し
て
断
念
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

理
事
者
会
、
幹
事
会
、
組
合
議
会

を
開
き
、
検
討
し
て
行
き
ま
す
。

　

こ
の
間
に
情
報
を
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
五
町
村
の
住
民
の
皆
さ
ん

や
、
候
補
地
選
定
の
対
象
に
な
っ

た
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
多
大
な
ご

協
力
を
頂
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

平成２２年度　村  税  等  納  期  一  覧
令書振　替　日納　期　限そ　の　他税　　　　　　　目納期

４月１６日平成２２年４月２６日平成２２年４月３０日上下水道使用料

介 護 保 険 料

後期高齢保険料

保 育 料

国民健康保険税１期軽自動車税１期４月

５月１７日平成２２年５月２５日平成２２年５月３１日国民健康保険税２期固定資産税１期５月

６月１６日平成２２年６月２５日平成２２年６月３０日国民健康保険税３期県村民税１期６月

７月１６日平成２２年７月２６日平成２２年８月２日国民健康保険税４期固定資産税２期７月

８月１６日平成２２年８月２５日平成２２年８月３１日国民健康保険税５期県村民税２期８月

９月１６日平成２２年９月２７日平成２２年９月３０日国民健康保険税６期９月

１０月１８日平成２２年１０月２５日平成２２年１１月１日国民健康保険税７期県村民税３期１０月

１１月１６日平成２２年１１月２５日平成２２年１１月３０日国民健康保険税８期１１月

１２月１６日平成２２年１２月２７日平成２２年１２月２７日国民健康保険税９期固定資産税３期１２月

１月１７日平成２３年１月２５日平成２３年１月３１日国民健康保険税１０期県村民税４期１月

２月１５日平成２３年２月２５日平成２３年２月２８日国民健康保険税１１期固定資産税４期２月

３月１６日平成２３年３月２５日平成２３年３月３１日国民健康保険税１２期３月

・村税を口座振替されている方は振替日に引き落としいたします。新たに口座振替を希望される場合は、役場総務課税務係にて振替の手続きをし

て下さい。

・振替金額については、各税目の第１期（国保税については１，４期）に送付する納税通知書をご覧下さい。

・定期振替日に引き落としできない場合は翌月７日（休日の場合は翌日）に再振替を行い、なお引き落としできない場合は督促状を送付いたします。

・村税についてのお問い合わせは総務課税務係（電話３３－５１２１直通　旧税務会計室）まで
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福
祉
医
療
費
制
度
の

対
象
者
の
一
部
拡
大
に
つ
い
て

　

福
祉
医
療
費
制
度
は
、
乳
幼

児
及
び
児
童
等
、
障
害
者
、
母

子
父
子
家
庭
へ
福
祉
医
療
費
を

支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
早
期

に
適
切
な
医
療
を
受
診
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
、
医
療
費
の
家

計
へ
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
平

成
二
二
年
四
月
診
療
か
ら
対
象

者
の
一
部
を
拡
大
し
ま
す
。

締切　平成22年8月31日（火）
提 出 先 〒395-1101 長野県下伊那郡喬木村1459-2
 椋鳩十記念館 �0265－33－4569

  �0265－33－4599

発　　表 10月初旬（入選者のみに連絡します）
応募規定 400字詰め原稿用紙３枚程度
 見出しの書き方

 　１行目　作品名・出版社名

 　２行目　郵便番号　応募者住所

 　３行目　郵便番号　学校所在地

 　４行目　学校名・学年・氏名（ふりがな）

 　５行目　感想文の題

 原稿はお返ししません。

表 彰 式 10月23日（土）“椋鳩十夕やけ祭”式典
 受賞された方は当日式典にご出席下さい。

 ※万が一欠席の場合は事前にご連絡下さい。

課 題　指定した 椋  鳩  十 作品（下の表）の読書感想文
むく はと じゅう

出版社全集・巻ほか課題作品対象学年

理論社
１年生の
どうわ1

ぷりぷりぼうの
おこりんぼう

小学校
１・２年

PHP研修所単行本
はらっぱの
おはなし

小学校
３・４年

ポプラ社
小峰書店
あすなろ書房
理論社

椋鳩十全集1
椋鳩十動物童話集4
椋鳩十えぶんこ14
６年生の童話1 ほか

栗野岳の主
小学校
５・６年

理論社椋鳩十全集22
ふしぎな石と
魚の島

中学校

理論社椋鳩十の本8綾　錦一　般

国
民
年
金
保
険
料
は

納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成

二
九
年
度
ま
で
毎
年
度
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
平

成
二
二
年
度
の
保
険
料
は
月
額
一

万
五
、一
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
毎
月
の
保
険
料
は
、
厚
生
労

働
省
か
ら
毎
年
四
月
の
上
旬
に
送

ら
れ
て
く
る
一
年
分
の「
納
付
書
」

に
よ
っ
て
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納

め
ま
す
。

　

窓
口
は
、金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
含
む
）
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関
で

口
座
振
替
も
で
き
ま
す
。

保
険
料
は

　

月
額
一
万
五
、一
〇
〇
円

有
利
な
前
納
割
引
制
度

　

保
険
料
は
、
一
年
分
ま
た
は
六

カ
月
分
な
ど
、
定
め
ら
れ
た
月
数

分
に
つ
い
て
、
前
納
す
る
と
割
引

に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
制
度

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方

が
二
〇
歳
以
上
六
〇
歳
未
満
で
退

職（
失
業
）す
る
と
、
市
区
町
村
役

場
で
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険

者
に
な
る
た
め
の
手
続
き
を
行
い
、

月
額
一
万
五
、一
〇
〇
円
の
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
な
方
に
は
、
申

請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を
免

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
退
職（
失
業
）時
の
特
例
免
除
制
度

　

ま
た
、
免
除
申
請
す
る
年
度
ま

た
は
そ
の
前
年
度
に
退
職（
失
業
）

し
た
方
は
、
特
例
免
除
制
度
を
利

用
で
き
ま
す
。

※
退
職
に
は
自
己
都
合
退
職
も
含

ま
れ
ま
す
。

・
手
続
き

　

特
例
免
除
の
申
請
に
は
、
住
民

票
の
あ
る
市
区
町
村
役
場
へ
「
国

民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
」
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
被
扶
養
配
偶
者
の
方

　

厚
生
年
金
加
入
者
の
二
〇
歳
以

上
六
〇
未
満
の
被
扶
養
配
偶
者
の

方
は
、
配
偶
者
の
退
職（
失
業
）に

よ
っ
て
、
国
民
年
金
の
種
別
が
、

第
三
号
被
保
険
者
か
ら
第
一
号
被

保
険
者
に
か
わ
り
、
保
険
料
の
納

付
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　

各
種
年
金
の
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
役
場
住
民
課
国
民
年
金
担
当

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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　後期高齢者医療制度（７５歳以上、または６５歳以上で一定程度の障害があり認定を受けた方）の保険料率は、

2年ごと見直すことになっています。

　平成２２・２３年度の保険料率は、平成２０・２１年度と比べると医療費などの増加が見込まれることから、次のと

おり改正させていただきます。

改正前(20.21年度)

３５,７８７円均 等 割 額

６.５３％所 得 割 額

改正後(22.23年度)

３６,２２５円

６.８９％

�
　この改正は、後期高齢者医療制度の財政を安定的に運営するためのものです。みなさまのご理解とご協力を

お願いします。

年額保険料の算式

○保険料は、加入者全員が負担する「均等割」と前年の所得に応じて負担する「所得割」の合計額です。

均等割

３６,２２５円

所　　　得　　　割

（前年中の総所得金額等－33万円）　×　6.89％

一人当たり

の保険料＋ ＝

○所得が少ない方の保険料の軽減は継続されます。軽減の内容は次のとおりです。

・所得に応じた軽減

　　均等割軽減　�　世帯内の被保険者と世帯主の所得に応じて、９割、8.5割、５割、２割を軽減

　　所得割軽減　�　被保険者の前年の総所得金額から基礎控除(33万円)を引いた額が58万円以下の方は、

５割を軽減

・会社などの健康保険の被扶養者であった方の軽減

　　　　　　　　�　均等割の保険料は９割軽減され、所得割はかかりません。

＊保険料額は、収入金額や世帯構成により異なります。詳しくは下記までお気軽にお問合せください。

○保険料の納付方法

・特別徴収（年金からの天引き）【4月からの偶数月の年6回】

　対象となる方：年金が年額18万円以上の方

　　　　　　　　介護保険料との合計額が年金額の1/2を超える場合を除く。

・普通徴収（納付書または口座振替による納付）【4月から毎月】

　対象となる方：年金が年額18万円未満の方

　　　　　　　　介護保険料との合計額が年金額の1/2を超える方

　　※申出により特別徴収から普通徴収へ変更が可能です。

お問い合わせは、

　　　長野県後期高齢者医療広域連合　　電話026－229－5320

　　　喬木村役場　住民課　　　　　　　電話33－2001（代表）
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5
月
の
結
婚
相
談
日

○
日　

時

　

五
月
八
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
三
〇
分
〜
午
後
九
時

○
場　

所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
担
当

　

担
当：

小　

原

　

電
話：

３
３－

５
１
２
３

　

松
く
い
虫
被
害
の
予
防
と
防
除

を
目
的
と
し
た
伐
倒
駆
除
を
、
４

月
か
ら
六
月
末
日
ま
で
の
予
定
で

実
施
し
ま
す
。

　

松
く
い
虫
は
法
定
病
害
虫
の
た

め
、
地
権
者
や
隣
接
者
等
の
承
諾

な
し
に
土
地
に
立
ち
入
り
処
理
を

し
て
お
り
ま
す
。
被
害
の
撲
滅
と

松
の
緑
を
守
る
た
め
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

役
場 
ふ
る
さ
と
振
興
課 
振
興
係

�
３
３－

5
1
2
7

松
く
い
虫
伐
倒
く
ん

蒸
処
理
に
つ
い
て
の

お
願
い

い
き
い
き
ク
ラ
ブ

の
お
知
ら
せ

　

村
で
は
介
護
予
防
事
業
と
し
て
、

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
（
生
き
が
い
活

動
支
援
事
業
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
方
が
生
き
が
い
を
持
ち
、

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
し
た
生

活
を
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業
で
す
。

　

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
で
は
、
趣
味

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
取

り
入
れ
、
明
る
く
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
高
齢
者

の
方
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
利
用
い

た
だ
き
、
元
気
で
自
立
し
た
生
活

を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
は
左
記
事
業

所
に
委
託
し
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
内
容
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
や
、
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
役
場
包
括
支
援
係

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
委
託
事
業
所

○
喬
木
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

開
催
日　

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

○
介
護
の
し
お
や

　

開
催
日　

毎
週
月
曜
日

※
ど
ち
ら
も
、
一
回
に
つ
き
八
〇

〇
円（
昼
食
・
お
や
つ
代
）が
必
要

と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
住
民
課　

包
括
支
援
係
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●5 ●月 ●の ●健 ●康 ●体 ●操 ●教 ●室 
はつらつ元気に、健康維持

自分の身体は自分で守ろう！

次の各会場で行います。どなたでも
気軽にご参加いただけますので、是
非お越し下さい。

健康体操教室（介護者の方など）

福祉センター午前１０時半～５月２９日（土）

水中体操教室　※持ち物　水着、キャップ、入場料４００円

ほっ湯アップル
午前１０時
～

５月7日（金）ゆっくりコース

5月21日（金）はつらつコース

 お問い合わせ先 

役場  住民課包括支援係　�33-1120

※伊久間地区の健康体操教室は、「馬場伝承館」で行います。

午後１時半～午前10時～日　時

大和知公民館南農事集会所5月10日（月）

帰牛原公民館北コミュニティ消防センター5月12日（水）

上平集落センター5月17日（月）

氏乗集落センター馬場伝承館5月19日（水）

加々須区民会館宮本公民館5月24日（月）

寺の前集落センター阿島傘伝承館5月26日（水）

大島公民館田上川消防センター5月31日（月）

定例介護者の会のおしらせ

福祉センター午前１０時半～5月２９日（土）

体
育
施
設
及
び
公
民
館
施
設
の

使
用
料
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

料
金
の
適
正
化
・
明
確
化
の
た
め
料
金
徴
収
単
位
を
一
時
間

単
位
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
使
用
料
免
除
団
体
に
つ
い
て
は
、
従
来
と
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
の
で
多
く
の
方
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
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１時間第二公民館１時間第一公民館

1000全館1500全館

600大会議室600大会議室

200図書館500講義室

200児童室500料理教室

300
学習室
（２）

200
小会議室
(２)

100小会議室300
老人の間
（２）

500料理教室100資料室

夜間
照明料

１時間
使用時間

施設名

夜間
照明料

１時間
使用時間

施設名 １時間１時間

－600喬木村中央社会体育館－600第一小学校体育館

－300喬木村第一社会体育館200600〃　グランド

300Ｌ
700

1,000
喬木村運動公園
グランド

－400第二小学校体育館

200Ｌ
400

100400〃　グランド

500100
喬木村運動公園テニス
コート（１コート）

－600中学校体育館

200800喬木村芝グランド200600〃　グランド

－200喬木村弓道場－200〃　　卓球場

・村外の方の使用は倍額となります。
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健康推進室　電話 （直通）33―5125　FAX33―3679

平成22年度 各種検診の日程が決まりました。
過日、各ご家庭に衛生委員さんを通じてお配りしましたが、平成22年度検診は下記のとおりです。

＊ 検診を申し込まれた方には、近くなりましたら受診日時を指定させていただき、個人宛にご通知いたします。

なお、ご都合により日時・会場の変更をする場合は健康保険係（�33－5125）まで連絡をお願いします。

＊ 特定健診については、平成20年度より40～74歳の方は義務化されました。この健診のみ、実施主体が医療保
� ���������������

険者となり、喬木村では国保に加入されている方が対象となります。平成21年度の受診率は54%で平成20年度
� ���������������������������

より10%伸びました。ありがとうございました。

　この健診は脳卒中・心臓病・慢性腎臓病など血管障害につながる病気の予防を目的とし、主には血液検査になり

ます。予防するための重要な健診ですので、既に医療機関で治療されている方も対象になります。

�自覚症状が出る前に、からだの中では何が起こっているのかを数値で科学的にみていくためにぜ

ひ特定健診を受けましょう！！

備　　考個人負担金会　　場受付時間期　日検診名

◎40歳～74歳国保被保険者
基　本 2,000円

心電図 300円

眼　底 200円

前立腺： 1,680円
喬木村福祉センター

午前8：30～午後3：30９月８日�

特定健診
〃９月９日�

〃９月１０日�

〃９月２９日�

◎39歳以下の者、後期高齢者〃９月３０日�
基本健診

◎消防団員消防団員無料午前8：30～午前１１：30１１月２８日�

◎30歳以上の希望者

胃のみ 800円

大腸のみ 400円

両方受診 1,200円

第一公民館（郭）午前7：00～午前8：30７月２７日�

胃・大腸がん
検　　診

第二公民館（富田）〃７月２８日�

喬木村福祉センター〃７月２９日�

〃〃７月３０日�

◎50歳～68歳で偶数年の希望者1,500円

喬木村福祉センター

午前9：00～午後2：30６月７日�
マンモグラ
フィー

（レントゲン検査）
＊女性特有がん検診対象者：
　40,45,50,55,60歳
（年齢起算日Ｈ22.4.1時点）

特有がん検診対象者
については無料

〃６月８日�

〃６月９日�

〃６月１０日�

◎30歳～49歳の希望者
◎70歳以上の希望者

700円喬木村福祉センター

午前9：00～午後2：30６月２２日�

乳房検診
（エコー）

〃６月２３日�

〃６月２４日�

〃６月２５日�

◎65歳以上の方
肺がん痰の検査

 1,000円

村内各所午前9：00～午後4：00
８月９日�
　～１１日�

結核検診
（胸部レントゲン）
65歳以上 〃午前9：00～午後4：00１０月８日�

◎20歳以上の希望者1,500円

個別診断：村指定の医療機関

７月～１２月

子宮がん検診 ＊女性特有がん検診対象者：
　20,25,30,35,40歳
（年齢起算日Ｈ22.4.1時点）

特有がん検診対象者
については無料７月～２月末
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　「本を読んでもらうのは楽しい。こうした楽しみは、幼い頃でも味わうこ

とができる。生後１年に満たない幼児でも、絵本を繰り返し読んでもらうこ

とを喜ぶ。文章がリズミカルに耳に響いてくるのは、まだ歩くことのできな

い子どもでも楽しいものなのだ。子どもは繰り返しをいやがらない。好きな

ものであれば、何度でも繰り返し読んでもらいたがる。そのうち文章を覚え

てしまう。・・・」　　　　　　　　　　　　　　齊藤 孝 著　『読書力』より
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お
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４
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「国民読書年」幼いころから“読書”の習慣を！�
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『
と
も
だ
ち
ご
っ
こ
』

内
田
麟
太
郎
作
・
降
矢
な
な
絵
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四
月

「
座
光
寺 
厚

八
十
八
歳
の

作
品
展
」

　

「
あ
す
か
ら
キ
ツ
ネ
く
ん
は
あ
た

し
だ
け
の
と
も
だ
ち
！
」
そ
れ
っ

て
な
ん
だ
か
ヘ
ン
だ
よ
ね
。
わ
が

ま
ま
女
の
子
テ
ン
と
し
て
し
ま
っ

た
や
く
そ
く
に
キ
ツ
ネ
は
こ
ま
っ

て
し
ま
い
・
・
・
。

『
シ
ュ
ン
タ
の「
ぼ
く
ん
ち
新
聞
」』

新
沢
と
し
ひ
こ
・
作

保
手
浜　

孝
・
絵

　

「
パ
パ
、
マ
マ
、
サ
ワ
ミ
ね
え

ち
ゃ
ん
、
そ
し
て
ぼ
く
。
空
井
家

は
ご
く
ふ
つ
う
の
四
人
家
族
だ
」

と
シ
ュ
ン
タ
は
思
う
の
だ
が
、
友

だ
ち
は
「
シ
ュ
ン
タ
の
家
が
一
番

変
わ
っ
て
る
！
」
と
言
う
。
そ
ん

な
空
井
家
で
あ
っ
と
驚
く
小
さ
な

事
件
が
起
こ
り
・
・
・
」

　

本
年
の
第
二
三
回

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

課
題
作
品
が
、
感
想

文
選
考
委
員
長
・
副

委
員
長
の
宮
下
和
男

先
生
・
北
沢
彰
利
先

生
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

中
学
と
一
般
の
作
品

を
分
け
ま
し
た
。

　

応
募
締
め
切
り
は
、

八
月
末
で
す
。
今
か

ら
課
題
作
品
に
ふ
れ
、

村
民
の
皆
さ
ん
の
多

数
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

★
課
題
作
品
・
応
募
規
定
の
詳
細
は

８
ペ
ー
ジ
参
照
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なんと全員がブリッジ･･･新しい技ができるようになるとうれしい
朝の会の前に、高学年児童を中心に年間を通してストレッチ体操を行いました。いろいろな技を覚えました。

中学では同じクラスだね･･･６年生の交流会
第一小学校の６年生が第二小に来てくださり、いろいろな活動を通して交流を行いました。

ありがとうの気持ちを込めて･･･在校生→６年生→先生方
６年生が感謝の気持ちを先生方へ（謝恩会）　　　　　　　在校生６年生からありがとう（６年生を送る会）

伝統と気持ちを受け継ぐぞ･･･６年生から後輩へと引き継がれました
みんなで真剣に（児童会選挙）　　　　　　　　　　　　　気持ちを受け継ぐ（銀嶺）　二本松山を大切に（緑の少年団）

卒業証書授与式･･･おめでとうの気持ちとちょっぴり寂しい気持ちで６年生をお見送りしました。
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「
り
ん
ご
の
樹
オ
ー
ナ
ー
農
園
」の

開
園
式
を
四
月
二
九
日
昭
和
の
日

に
開
催
し
ま
す
。
東
海
・
近
畿
地

方
を
中
心
に
年
々
オ
ー
ナ
ー
数
を

増
や
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
既

に
沢
山
の
方
か
ら
お
申
し
込
み
頂

い
て
い
ま
す
。
当
日
は
交
流
セ
ン

タ
ー
で
受
付
・
開
園
式
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
り
ん
ご
園
に
別
れ
て

り
ん
ご
の
樹
を
選
定
し
、
お
気
に

入
り
の
一
本
に
プ
レ
ー
ト
を
取
り

付
け
ま
す
。

　

春
の
風
物
詩
と
な
っ
た
筍
狩
り

が
今
年
も
四
月
二
四
日
か
ら
五
月

一
六
日
ま
で
の
予
定
で
開
園
し
ま

す
。
毎
年
大
好
評
で
す
が
天
候
に

左
右
さ
れ
や
す
く
、
筍
が
追
い
つ

か
な
い
日
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
例
年
に
な
く
気
温
が
高

く
、
花
の
開
花
も
早
い
の
で
、
発

生
も
早
め
と
予
想
し
て
い
ま
す
。
竹

藪
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
是
非

一
度
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

＊
五
月
の
お
知
ら
せ（
一
部
予
定
）

・
四
月
二
四
日
〜
五
月
一
六
日

　

竹
の
子
狩
り

・
四
月
下
旬
〜
五
月
上
旬

　

阿
島
の
大
藤
祭
り

・
五
月
中
旬
〜
下
旬

　

く
り
ん
草
ま
つ
り

・
五
月
下
旬

　

赤
と
ん
ぼ
の
会
「
第
一
回
ふ
る

　

さ
と
宅
配
便
」
発
送

・
五
月
一
一
日
〜
九
月
二
三
日

　

農
家
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
来
村

　

一
三
校

　

ふ
る
さ
と
味
の
会
で
は
、
新
規
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
平
成
三
年
に
農

村
女
性
の
活
性
化
を
図
る
べ
く
立
ち
上

が
り
、�
た
か
ぎ
弁
当
�
の
企
画
や
ふ
る

さ
と
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
村
や
広

域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
近
年
は
ふ

る
さ
と
味
の
講
座
を
通
じ
て
受
講
生
の

皆
さ
ん
に
地
域
に
伝
わ
る
郷
土
の
味
を

伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
た
か
ぎ

農
村
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

（
T
E
L
３
３－
３
９
９
９
）
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ふ
る
さ
と
宅
配
便

第
一
回（
五
月
下
旬

発
送
）受
付
開
始

　

好
評
い
た
だ
い
て
い
る
赤
と
ん

ぼ
の
会
「
ふ
る
さ
と
宅
配
便
」
の

平
成
二
二
年
度
第
一
回
目
の
発
送

が
五
月
下
旬
に
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
回
五
、〇
〇
〇
円
（
送
料

込
）
で
喬
木
村
の
取
れ
た
て
の
味

を
お
届
け
し
ま
す
。
お
問
い
合
せ

申
込
み
は
五
月
中
旬
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。（
申
し
込
み
方
法
等

は
く
り
ん
ネ
ッ
ト
等
に
て
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
）

ふ
る
さ
と
味
の
会

ふ
る
さ
と
味
の
会

会
員
募
集
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赤い羽根共同募金配分金事業

ふれ愛広場　クラウンがやってくるよ！！

　平成２２年度から「ふれ愛ランド」改め、「ふれ愛広場」に

名称が変更になりました。

　地域間交流も含めた幅広い地域の皆さんに参加していた

だける場所づくりとして今年度一回目のふれ愛広場を行い

ます。昨年インフルエンザの流行に伴い延期となっており

ました、クラウンショーですが、クラウンとは道化師（ピ

エロ）のことで、大きな靴に赤い鼻がポイント。目の前で

繰り広げられる芸に目を丸くしたり、間抜けなクラウン達

にくぎ付けになります！ショーの後は写真撮影や握手もで

きるよ！子供も大人もみーんなきてね！

日　時：５月１５日（土）

　　　　午後２時～

場　所：社協デイサービス

　　　　　　センターふれ愛

　　　　（役場奥の建物です）

持ち物：写真撮影をする方はカメラを持ってきて下さい
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誰もが安心して暮らすことができる地域づくりを目指します
　今年度の新規事業として、「移送自動車貸出サービス」をはじめます。

　これは、福祉車輛を貸し出すことにより、日常生活等の便宜を図ることを目的としており、利用者は村内在住で

身体的な障害、高齢等により歩行が困難な方が対象となります。この福祉車輛は（株）フジモト自動車の藤本芳男さ

んが村に寄贈したもので、村から社協へ寄付されたものです。利用料は無料。燃料費は自己負担とさせていただき

ます。ご利用希望の方は申請が必要になりますので詳細は喬木村社協（�３３－４５６７）までご連絡下さい。

「認知症学習会」開催のお知らせ
　今回の研修は認知症サポーター研修もか

ねており、研修後、全員に「オレンジリン

グ」が渡され、「認知症サポーター」とし

て、認定されます。村内どなたでも参加で

きますのでふるってご参加ください。

日　時：４月２４日（土）　午後７時～

場　所：社協デイサービスセンターふれ愛

講　師：尾曽元広　氏（ＮＰＯ法人嵯峨）

対象者：社協のサービスを利用されている

介護者の方と認知症に関心のある

方

�

トヨタ　エスティマ

（７人乗り）

　車いすから移りま

すが、座席がリフト

になっておりリモコ

ンで操作できます。

エブリイワゴン

（軽自動車）

　車いすのまま乗れ

ます。
※エブリイワゴンについ
ては、納車に時間がか
かっております。利用
可能になりましたら広
報にてお知らせいたし
ます。

寄贈していただいた車

　地域の皆様にご利用いた

だけるように社協でご用

意しました。
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くりんネットたかぎ ５月の自主番組

くりんネットたかぎ　電話 33－3666
FAX 33－3669

内容・出演者など番　　　組月日

５月の主な行事予定をお伝えします今 月 の 暦土1

JAから農作業情報をお伝えします明 日 へ の 農 業日2

家庭菜園について
 JAファーム　宮内店長

JAアワーみなみの風月3

こども学遊館　開園式の様子から時 の 話 題火4

私の交通安全交 通 安 全 の 日水5

音楽のリクエストお寄せくださいミュージックボックス木6

点訳クラブ
…これまでのあゆみと、これから

話 の 広 場金7

喬木の民話と伝説からお 話 し の 時 間土8

飯田広域消防本部から広 域 消 防日9

環境美化運動の実施／村の自然と緑を
守る 役場ふるさと振興課

村 の 窓 口月10

定例教育委員会の内容からご報告しま
す 原　教育長

みらいをみつめて火11

大島・山上　一さん　大島の歴史出版こ の 人 と 語 る水12

懐かしの歌、聴きたい歌にリクエスト
下さい

心の歌・思い出の歌木13

くりんネット番組企画委員会からマ イ ク で 散 歩金14

今日は防火の日
 消防団第一分団長　仲田圭二郎さん

１１９番火の用心土15

田植え後の管理について明 日 へ の 農 業日16

チャレンジデーの実施に当たって公 民 館 便 り月17

第５０回　商工会通常総会が行われました商 工 会 便 り火18

短歌の鑑賞 福澤亀人さんマ イ ク 文 芸水19

喬木村生活安全指導員会からぼうはん・喬木木20

梅を漬けましょう
 ＪＡ組合員課　松島由利子さん

暮 ら し の 便 り金21

情報誌たかぎ
６月号の内容からご紹介します

声 の 情 報 誌土22

飯田広域消防本部から広 域 消 防日23

音楽のリクエストお寄せくださいミュージックボックス月24

下伊那農業改良普及センターからこちら普及センターです火25

喬木のお宝シリーズから郷土史シリーズ水26

椋鳩十記念館図書館の話題から記念館図書館便り木27

「氏乗史」がつくられました話 の 広 場金28

俳句寸評 吉川照子さんマ イ ク 文 芸土29

中学校の話題から
 喬木中学校放送委員会

青い風にのせて日30

５月の話題を振り返って今 月 の 出 来 事月31

＊尚、番組は都合により予告無く変更となる場合もあります。予めご了承下さい。

喬木村 6664番地

TEL 33－3666　FAX 33－3669

～５月の番組から～

話の広場
　７日（金）

　点訳クラブ

　これまでのあゆみと、これから

　目の不自由な方に読書を楽しんでもらお

うと、２４年にわたって文学作品を点訳し続

けてきた「喬木村点訳クラブ」。会員の高

齢化と人数不足のため、活動休止をしよう

としているそうです。

　しかし代表の青木かをるさんは「もし、

点字が好きで、活動を引き継いでくれる人

がいたら…」という期待ももっています。

　点訳クラブこれまでの歩みや、これから

のことについてうかがいます。

この人と語る
　12日（水）

　大島・山上　一さん

　大島地区の地名や集落の発祥などをまと

めた小冊子「大島よ凛として」を自費出版

した山上一さん（８５）。大島を訪れた学生な

どから大島の歴史について尋ねられたのを

きっかけに、約２０年前、独自調査を通した

資料を再び広げ、今年完成させました。大

島や喬木村にとって貴重な資料となりました。

山上一さんに発刊までのお話を伺います。

＊くりんネットからのお知らせ＊

●音楽やお話（朗読）のリクエストをお

寄せ下さい！お待ちしています。

お気軽にお電話下さい




